
 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ教育環境の整備について 
～平成３０年度モデル校での取組状況について～ 
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１ モデル校の状況について 

  平成３０年度、モデル校３校（府中第三小学校、矢崎小学校、府中第八中学校）において、全ての普通教室に

大型提示装置と実物投影機、教師用タブレットパソコンと、各校４０台の児童・生徒用タブレットパソコンを整

備しました。また、それらの活用を促進する目的で、定期的に学校を巡回して教材作成、授業準備等の支援を行

うＩＣＴ巡回支援員を配置しました。 

 

 【図１】モデル校の全普通教室に導入したＩＣＴ機器 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 
 

 【図２】タブレットパソコンと大型提示装置 
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活用事例の紹介 

ＩＣＴ機器の活用事例を、「一斉学習」「個別学習」「協働学習」に分類して紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学省：「学びのイノベーション事業」実践研究報告書（平成２６年）から引用 
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モデル校での取組状況 
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グループで１台のタブレット

パソコンを使用して、児童が日

光林間学校についてのプレゼ

ンテーション資料を作成、発表

するといった使い方をしてい

ます。 

児童一人一人がビジュアルプロ

グラミング言語を使用して、デ

ジタルアートを作成、その動画

をプロジェクションマッピング

の手法で、紙コップに投影して

作品を作るという使い方をして

います。 

事前に作成した書写の見本

動画を大型提示装置に写し、

教員がその画面に書き込み

をしながら分かりやすく説

明するといった使い方をし

ています。 
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